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     研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

③ 内視鏡による新たな胃がん検診システム構築に必要な検診方法の開発とその有効性評価

   に関する研究                        （２２０９１７０１） 

内視鏡による胃がん検診の有効性評価を行い、その評価結果に基づいた検診システムの

普及の具体的な方法を提示する。 

Ｘ線上部消化管造影による標準的な胃がん検診と比較して、がん死亡率についての減少

効果の有無など有効性評価を行うとともに、対費用効果についても評価を行い、普及性の

高い検診方法（検診の枠組み等を含む）を明示する。 

 

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ がんの早期診断及び適時治療の選択・決定に資する新たなバイオマーカーの開発に関 

   する研究                          （２２０９１８０１） 

がんによる死亡率の低減を実現するために、がんの自然史の理解に基づいた新たな分子

指標を究明し、がんの早期診断及び適時治療の選択・決定に資する新たなバイオマーカー

を開発する。具体的には、がんの遺伝子異常、タンパク質発現変化、代謝の変化などのが

んの特性の解析を統合的に推進し、得られるデータを基に新たなバイオマーカーを検索す

る。 

 

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

⑤ その他、革新的な診断技術の開発に関する研究        （２２０９１９０１） 

コンピューター技術を活用した新しい医療機器の開発及びこれらを利用した新しい診

断方法の開発、革新的技術を活用したがん検診方法の開発など、がん検診・がん診断の

精度・効率の飛躍的向上を目指す。 

 

研究費の規模：１課題当たり 20,000千円～30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１～２課題程度 

 

（研究分野５）革新的な治療法の開発に関する研究  
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＜新規課題採択方針＞ 

高度な技術を応用した革新的な治療法、がんの免疫・遺伝子・細胞療法や治療分子標的の

同定によるテーラーメイド医療の確立などにより、がん治療成績の飛躍的向上を目指す。 

 

＜公募研究課題＞ 

① がん治療のための革新的新技術の開発及び臨床応用に関する総合的な研究 

（２２０９２００１） 

様々ながんに対して、新たな内視鏡技術、高度な医用画像技術など革新的技術を活用し、

これまでにないがん治療方法のモデル的開発を行う。遺伝子治療、新しい免疫療法、高度

に精密化した診断機器の治療応用などにより既に開発された新しい治療方法ではその臨床

応用を図る。 

 

研究費の規模：１課題当たり 100,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② 分子標的治療薬など新しい抗がん剤を用いた薬物療法の導入とその最適化に関する研究 

                                 （２２０９２１０１） 

血管新生阻害薬を含む分子標的治療薬など新しい抗がん剤について、それらの適切かつ

早期の臨床導入や治療効果判定などを行う。 

また、分子標的治療薬の開発において薬力学的作用の指標となるバイオマーカーについ

て、検索・同定を行い、今後の新薬開発に繋げる。 

 

研究費の規模：１課題当たり 70,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

③ 新戦略に基づく抗がん剤治療の開発に関する研究       （２２０９２２０１） 

ゲノム科学やナノテクノロジーなどの新しい研究成果を応用し、がん特異的組織機能に

着目した独創的新戦略に基づく新しい抗がん剤の開発を行う。 

 

研究費の規模：１課題当たり 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ その他、革新的な治療法の開発に関する研究         （２２０９２３０１） 

高度な技術を応用した革新的な治療法、がんの免疫・遺伝子・細胞療法や治療分子標

的の同定によるテーラーメイド医療の確立などにより、がん治療成績の飛躍的向上を目

指す。 
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    研究費の規模：１課題当たり 20,000千円～30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

採択予定課題数：２～３課題程度 

 

（研究分野６）がん患者のQOLに関する研究 

＜新規課題採択方針＞ 

QOLへの障害を最小化した根治的がん治療体系の構築、再生医学を応用した治療後の機能

再生法の開発、リハビリテーション並びに患者支援プログラムの開発、Cancer survivorに

対する医療資源の整備などにより、がん患者のQOLの飛躍的向上を目指す。 

 

＜公募研究課題＞ 

【一般公募型】                                                

① がん患者のQOLに配慮した低侵襲治療と機能改善をもたらす治療開発に関する研究 

（２２０９２４０１） 

主に身体的側面から、がん診療に伴う負担及び機能の低下の最小化、身体的機能の保持、

失われた機能の回復を実現する治療技術の開発を行うと共に、特に終末期を意識した、残

された機能の活用による生活の質の最大化を計るケア法の開発を行う。 

 

研究費の規模：１課題当たり 100,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② がん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上に資する研究 

（２２０９２５０１） 

がん患者及びその家族の療養生活の質の向上を図るため、がん患者に生じ得る様々な副

作用（嘔気、嘔吐、下痢、便秘、脱毛、皮膚症状、倦怠感、精神症状など）について、支

持療法、治療法の確立に資する研究課題であること。なお、１課題は漢方薬又は漢方に用

いる生薬を用いた副作用軽減効果をランダマイズドコントロールスタディ等で科学的に立

証する課題とする。 

 

研究費の規模：１課題当たり 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：２課題程度 

 

③ QOL向上のための、主に精神、心理、社会、スピリチュアルな側面からの患者・家族支

援プログラムに関する研究                  （２２０９２６０１） 

がん患者および家族のQOL向上を目指すため、主に精神、心理、社会、スピリチュアル

な側面から支援プログラムを開発し、その効果を検証する。開発したプログラムを普及す

るための、具体的な教育･訓練･提供体制の検討及び実施を多職種により行う。また、更な

るQOL向上を見据えて、難治精神症状の病態研究や、心理的苦痛の緩和の基盤となる研究
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を推進する。 

 

研究費の規模：１課題当たり 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ 在宅がん患者・家族を支える医療・福祉の連携向上のためのシステム構築に関する研究 

                                  （２２０９２７０１） 

がん医療では、術後補助化学療法など治療手技の変化、在院日数の短縮、在宅医療、診

療報酬制度、就労問題など、患者・家族への負担が増大している。本研究では、がん治療

後の在宅がん患者・家族を中心に、社会的側面での悩みや負担を明らかにしながら、その

軽減に役立つツールの開発や医療・福祉連携システムの構築に努める。 

 

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

⑤ その他、がん患者のQOLに関する研究             （２２０９２８０１） 

  QOLへの障害を最小化した根治的がん治療体系の構築、再生医学を応用した治療後の機能

再生法の開発、リハビリテーション並びに患者支援プログラムの開発、Cancer survivorに

対する医療資源の整備などにより、がん患者のQOLの飛躍的向上を目指す。 

    

研究費の規模：１課題当たり 20,000千円～30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

（研究分野７）がんの実態把握とがん情報の発信に関する研究 

＜新規課題採択方針＞ 

標準化された院内がん登録・地域がん登録システムの普及を図り、全国レベルでの精度の

高いがん死亡・罹患情報の一元管理につなげ、迅速で的確な動向分析体制の構築を目指す。 

また、がん医療に関する必要な情報の収集やその有効な提供方法などの研究を行い、患者

とその家族はもとより、すべての国民のがん医療に関する情報不足感の解消を目指す。 

 

＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

① 国民に役立つ情報提供のためのがん情報データベースや医療機関データベースの質の

向上に関する研究                       （２２０９２９０１） 

がんに関する様々な情報があるなかで、科学的証拠に基づいた患者とその家族はもとよ

り、すべての国民に役立つがん情報のデータベースを構築・発展させる。具体的には、我

が国における各種がんの診療ガイドラインを収集したエビデンスデータベース、がん診療
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のクリニカルパスを収集したパスデータベース、がんに関する臨床試験の情報を収集した

がん臨床試験データベースなどを構築・発展させ、がん情報提供ネットワークで活用でき

るよう質の向上を図る。 

また、これらの情報データベースとがん医療を行う医療機関情報のデータベースを連携

させることによって提供できる情報が、患者・家族・国民に役立つものなのかどうか、検

証する。 

     

研究費の規模：１課題当たり 100,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

② 院内がん登録の標準化と普及に関する研究          （２２０９３００１） 

院内がん登録を推進するため、がん診療連携拠点病院等で使いやすい院内がん登録の標

準的な方法を検討し、それらを踏まえた標準システムの開発・改良を行うとともに、地域

がん登録への情報提供および病院情報システム等と効率的な連携が可能となるよう配慮し

たものとする。 

また、がん登録を担当する者を教育するための教材の開発と継続的な改良を行い、それ

らを活用した教育研修システムを構築する。 

その他、がん診療連携拠点病院院内がん登録からの収集情報（腫瘍データ収集調査）の

分析を行い、結果の提供方法について検討する。 

   

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

採択予定課題数：１課題程度 

 

③ がんの医療経済的な解析を踏まえた患者負担の在り方に関する研究 

（２２０９３１０１） 

新しい抗がん剤などを組み合わせた治療など様々ながん治療が行われる中で、我が国の

医療制度における患者の経済的な負担についての課題を踏まえて、がん医療の質、効率性、

安全性を確保しつつ、経済的負担の在り方及びそれらの情報発信についての具体的な手法

を提示する。また、それらの手法の見込まれる効果等についても検討を行う。 

 

研究費の規模：１課題当たり 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～４年 

 

新規採択予定課題数：１課題程度 

 

④ その他、がんの実態把握とがん情報の発信等に関する研究   （２２０９３２０１） 

標準化された院内がん登録・地域がん登録システムの普及を図り、全国レベルでの精度

の高いがん死亡・罹患情報の一元管理につなげ、迅速で的確な動向分析体制を構築するた

めの研究。 


